
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

ニプロ株式会社（本社：大阪府摂津市、代表取締役社長：佐野 嘉彦、以下「当社」）は、このたび当社の医療

機器製造子会社であるニプロタイランドコーポレーション（所在地：タイ王国アユタヤ県）にて血管留置針の製造

自動化設備の追加導入を実施しましたことを、お知らせいたします。なお、ニプロメディカル LTDA.（所在地：

ブラジル連邦共和国サンパウロ州）および PT. ニプロインドネシア JAYA（所在地：インドネシア共和国西ジャワ

州）においても、設備の追加導入を予定しております。 

 

東南アジアや南米などの新興国においては、血管留置針の需要が継続的に増加しているため、さらな

る生産力増強が求められています。このたび追加導入する製造設備は、当社の生産技術センターが開発

したもので、血管留置針の自動組立・自動検査を行うことができます。設備 1 台の導入につき、月 130 万

本の増産が可能となるほか、カメラ検査機などの導入により製品の品質向上にも貢献します。 
 
 

・自動化設備（ニプロタイランドコーポレーション）              ・血管留置針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニプログループは今後ともグローバルな医療ニーズに対応し、医療機器の安定生産・安定供給を推進すると

ともに、患者さんの QOL 向上に努めてまいります。 

 

 

 

 

2025 年 3 月 21 日 

ニプロ株式会社  広報担当  TEL 06－6310－6910 

※受付時間 9 時～17 時 45 分（土・日・祝日・当社休業日を除く） 

海外工場における血管留置針製造自動化設備導入 

および増産のお知らせ 



 
 

 

 

このニュースリリースは、報道関係者や株主・投資家等の皆さまを含む多くのステークホルダーに対し、当社の企業活動に関する情報や 

その取組み概要について、公平かつ適切なタイミングで提供することを目的としています。 

文中に含まれる当社取扱製品やサービスに関する情報は顧客誘引や医学的アドバイスを意図するものではありません。 


